
 
 

2022年2月4日 

各  位 

          会 社 名 Ｏ ａ ｋ キ ャ ピ タ ル 株 式 会 社 

          代表者名 代 表 取 締 役 社 長  稲葉 秀二 

                     （コード：3113 東証第二部） 

       問合せ先 執行役員IR・PR室長    小玉 誠一 

                   （TEL．03－5412－7474） 

株主優待に関するお知らせ 

 

当社は、新経営方針で掲げた株主還元に関する考え方に基づき、本日開催の取締役会において下記のとおり株主優待

の実施を決議いたしましたのでお知らせいたします。 

当社が考える株主還元は、業績に応じた「株式配当金」と日頃の当社へのご支援に対する感謝の意を目的に実施する

「株主優待」の２本立てで実施いたします。「株主優待」につきましては、業績の如何を問わずルールの範囲内で継続

して実施していく考えです。 

 今後も、株主の皆様のご期待に沿えるよう企業価値を高め、株主還元の充実に取り組んでまいります。 

 また、本年度の株主優待につきましては、2021年10月21日付「株主割当による新株予約権（非上場）の無償発行に関

するお知らせ」において公表しております新株予約権無償割当てによる第11回新株予約権の行使促進を目的とした内容

で実施いたします。 

記 
１．株主優待制度について 

 （１）対象となる株主様 

2022年3月31日現在の株主名簿に記載された10単元（1,000株）以上を保有する株主様を対象に実施いたします。 

（２）優待の内容   

・保有株数に応じ、当社のホームページ内に新設される「株主優待ショッピングサイト」で利用可能な 

「Ｏａｋポイント（注）」を優待として贈呈させて頂きます。※ポイント数は以下ご参照下さい 

   ・「株主優待ショッピングサイト」でポイント交換出来る優待商品は、ユニマルシェ（UNIVA CAPITALグルー 

プ）が提供する、安心安全にこだわった食品をもっと身近なものにしたいという思いで厳選された、オーガ 

ニック製品、自然食品、無添加食品など、全ての株主の皆様に喜んでご利用いただける商品です。 

ご参考：https://unimarche.jp/store/top.aspx 

・2022年6月下旬頃、詳しいご利用方法のご案内をお手元に郵送いたします。 

保有株式数 優待ポイント 保有株式数 優待ポイント 

1,000株～1,999株 5,000 6,000株～6,999株 30,000 

2,000株～2,999株 10,000 7,000株～7,999株 35,000 

3,000株～3,999株 15,000 8,000株～8,999株 40,000 

4,000株～4,999株 20,000 9,000株～9,999株 45,000 

5,000株～5,999株 25,000 10,000株～ 50,000 

 ※1ポイント1円 

 ※優待ポイント上限は50,000ポイント 

 

 

 



２．「謝恩ポイント」について 

   2022年3月31日現在の保有株数に応じたポイントとは別に、優待対象株主様かつ株主割当の行使をされた株主様 

   には、これまでのご支援およびこの度の株主割当行使による追加ご支援に対して、「謝恩ポイント」として追加加 

算させていただきます。「謝恩ポイント」は、株主割当行使をされた株数の5倍のポイントとなります。 

   （例：保有株数ポイントに、1,000株行使→1,000×5の5,000ポイントが追加加算） 

   ※1ポイント1円 

   ※謝恩ポイント上限は50,000ポイント 

 

３．実施時期 

  2022年7月1日（予定） 

以  上 
（注）「Ｏａｋポイント」とは 

 2021年12月15日に公表しました通り、株式交換により株式会社ユニヴァ・ペイキャスト（以下「ＵＰＣ」）を子会 

社化する予定ですが、同社が展開する事業の一つに決済サービス利用時にポイントを付与する「ネクストポイント 

サービス」というポイントサービス事業があります。 

「ネクストポイントサービス」とは、チェーン店や商業施設などが、その顧客や会員に対してポイントサービスを 

実施するためのシステムをクラウドで提供している事業です。 

当社は、ＵＰＣの子会社化後にこのポイントサービスを活用し、株主の皆様に対しより利便性の高い優待システ 

ムの提供を考えており、「Ｏａｋポイント」は当社オリジナルの株主様限定ポイントサービスとなります。 

ＵＰＣはフィンテック企業として、決済システムとポイントサービスを融合した様々なサービスをクライアント 

に提供できる優位性を持っています。 
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